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人工林内における樹木の天然更新の可能性

講演番号 講演者 所属 タイトル

1

田内 裕之
正木 隆
田中 浩
新山 馨

森林総合研究所
人工林内での樹木の天然更新の

可能性を判断する

2
清和 研二

安藤 真理子
東北大学

スギ人工林の間伐による環境シグナルの変化と
種子発芽について

3

野口 麻穂子
奥田 史郎
宮本 和樹
伊藤 武治

森林総合研究所
四国支所

ヒノキ人工林の間伐後に発生した
樹木実生の種組成

4 桑野 泰光
福岡県森林林業

技術センター
スギ・ヒノキ人工林内における
広葉樹の侵入状況について

5
島田 博匡

野々田 稔郎
三重県林業研究所

強度間伐後のヒノキ人工林における高木性
広葉樹の侵入に地形依存性はみられるか？

6 谷口 真吾 琉球大学農学部
前更更新による高木性稚樹の確保

－更新可能なスギ人工林の環境要因、施業履歴－

7
長池 卓男

高野瀬 洋一郎
山梨県森林総合研究所

新潟大学
間伐後の年数が異なるカラマツ人工林
における高木性稚樹の6年間の動態

8
前田 勇平
荒木 眞岳

熊本県林業研究指導所
間伐後3年が経過した林分における
下層木本植物個体数のベイズ推定


